
第 972 回の記録　　　平成 19 年 4 月 18 日
　みなさん今日は、桜の花も終わりました。こ
れから緑鮮やかな季節になります。しかし、こ
の豊かな自然も地球環境の悪化で確実に少しず
つ失われていることを伝える報道に触れるたび
に、不安な気持ちになってしまいます。
　今日は 2007 ～ 2008 の RI のテーマについて、
ロータリーの友３月号を資料にしながら共通理
解を深めたいと思います。
　GETS（地区ガバナーエレクト研修会）は 1月
28日アメリカ　カリフォルニア州　サンディゴ
で開かれました。2007～2008RI会長はウィルフ
リッドＪウィルキンソン氏です。ウィルキンソ
ン氏はカナダ出身で1962年トレントンRCに入会。
その後45年間、RIやロータリー財団のさまざま
な役職を経てこの度RI会長に就任されることに
なりました。ウィルキンソンRI会長エレクトの
第一番目の重要な仕事は、GETSにおいて新年度
のテーマと方針を明らかにすることです。
　ウィルキンソン氏は、  「ロータリーとはまっ
たくもって驚くべき存在です。私は長い間ロー
タリアンをやっててきましたが、44年にもなり
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ますと、ロータリアンであることが当たり前に
思えてくる事があります。そこで、時折歩みを
止めてロータリーがいかに素晴らしいかと言う
ことを思い起こすようにしています。・・・」
と切り出しました。
　続いてロータリーの存在理由について次のよ
うに述べました。  「ロータリーとはだれかの区
別無く全ての人類に向けられる人類愛に他なら
ないのです。ロータリーは、その人類愛を表現
し、分かち合う術を授けてくれるのです。 」ウ
ィルキンソン氏のスピーチは延々と続きますが
参加者が期待しているRIテーマはなかなか出て
きません。しかし、話の中に「分かち合い」と
言う言葉がしばしば出てくるようになりました。
 「私たちは、クラブ奉仕を通じて分かち合いま
すが、クラブはロータリーの手となる存在です。
ロータリークラブがなければ、ロータリーは存
在しません。 」  「私たちが職業奉仕を通じて愛
を分かち合うのは、自らの職業を通じて私たち
はロータリーの声となれるからです。私たちは
また、研修、専門的な知識や能力、特技おも分
かち合います。」
 　「私たちが社会奉仕を通じて愛を分かち合う
のは、社会奉仕がロータリーの心臓部だからです。」
　 「私たちが国際奉仕を通じて愛を分かち合う
のは、それぞれの国において、一人ひとりが目
の役割を果たしているからです。」
　 「私たちが青少年活動を通じて愛を分かち合
うのは、青少年はロータリーだけでなく、すべ
ての人々にとっての未来であるからです。」
　 「そして、私たちは、会員増強を通じて愛を
分かち合います。 」ウィルキンソン氏のスピー
チはさらに続きます。
　 「私たちを感動させるロータリーの親切心と
愛とは、理屈とかけ離れたものです。・・・・
愛と親切心こそがロータリーを可能にしている
　　　　　　　　　　　　　「裏へ続く・・・」

【ロータリー雑誌月間】

2006-2007 年度ＲＩテーマ



１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか
２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか■　四つのテスト

　　　　出席状況　第 968 回　平成 19 年 3 月 31 日
会 員 数　　　31 名　　　　　　欠 席 者 数　　  5 名
出席者数　　　26 名　　　　　　メークアップ　　　1 名
出 席 率　　　83.0 ％　　　　　修正出席率　 　87.0 ％

 

★　今月のセレモニー
　♪会員誕生月　　垂水敏雄君　郡司武俊君
　♪結婚記念月　　岩下廣美君　外山　与君　
　　　　　　　　　宮原建樹君　吉田康一郎君
　♪婦人誕生月　　後藤会員婦人　美保さん

誕生日おめ
でとうござ
います。

これからも
益々元気に
頑張ります。

　　　　　　　　　郡司君と垂水君
　☆　ハッピーメッセージが届きました　☆
　誕生祝いを有難うございました。81 歳にな
りました。認知症だけにはならないように留
意したいと思います。「垂水　敏雄」

★　委員会報告　　　　　　　　林　厚雄 君
　　佐土原特産祭り「3月31日～4月1日」参加
　の報告をアンケート結果の資料を配布しての
　報告です。
　1）　ロータリークラブを知ってますか？
　　知っていた（19％）聞いたことがある（34％）
　　知らなかった（30％）
　2）　世界の一部でポリオが発生している事
　　 を知っていますか？
　　知っていた（64％）知らなかった（20％）
　3）　性別
　　男性（41％）女性（59％）
　4）　年齢
　　20 歳以下（11％）20歳代（3％）30歳代（7％）
　　40 歳代（18％）50 歳代（20％）
　　60 歳以上（21％）
　総勢 397 名の方にアンケートに答えて頂きま
　した。
　
　ポリオ撲滅キャンペーンの実績
　　お茶・文具等の販売利益　15.160 円
　　ポリオ募金　　　　　　　18.632 円
　合計　33.792 円をＲ・財団（ポリオプラス）
　へ送金いたします。

～ ＭＥＭＯ ～

言動はこれに照らしてから

のです。・・・私たちはただ口先で人類愛を語
るだけでは有りません。ロータリアンである私
たちは、その愛を実践し、分かち合い、互いに
助け合うのです。 」  「こういった理由から2007
～2008年度のテーマをROTARY　SHARES　ロータ
リーは分かち合いの心としました。」
　今、私たち（佐土原ロータリークラブ）は何
をなすべきなのでしょうか。ウィルキンソンRI
会長エレクトの方針「分かち合いの心」受けて、
私たちのクラブは、だれと、何を、どのように
して分かち合うのでしょうか。今こそ、自分自
身に問いかけるとともに、クラブ全体で語り合
うことが大切ではないでしょうか。新しい年度
はもう始まろうとしています。

★　幹事報告　　　　　　　　　太田　忍 君

　※都城北ロータリークラブ創立40周年記念式
　　典「平成19年4月14日（土）」参加の報告

　※ガバナー補佐・会長・幹事会
　　　 「平成19年4月16日（月）」参加の報告

★　入会式が行われました。
　氏名　宮内　文功（ふみのり）さん
　職業分類　　金融「宮崎太陽銀行佐土原支店長」


